

岡山県社会保障推進協議会を通じて、「フードプレゼンター」の「北長瀬コミュニティフリッジ」への「クリスマスプレゼント用のお菓子」の提供依頼がありました。
クリスマスプレゼント用のお菓子とは具体的には、

・小分けにできる個包装のお菓子
　　・賞味期限が２月以降のお菓子
　　・常温保存できるもの　　　　です。
12月18日（水）までに、みんなの家だんだんの２階事務所にお届けいただけると幸いです。急なお願いですが、可能な範囲でご協力をお願いいたします。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
12月10日　ノーベル平和賞　日本被団協が受賞
ノルウェーのオスロでの授賞式で20分の演説をされた
日本被団協代表委員・田中煕巳さん（92歳）の訴え
「核兵器は防衛のために必要だと言っておられる指導者は核兵器で本当に守れるか？　国は守れるか？　国民の命や財産は守れるか？　私どもは『守れない』、絶対に核兵器で命と財産は守ることはできないと確信しております。私たちも高齢になって、いつかはいなくなる、そういう状況が分かっているにもかかわらず、若い人たちが本当に核兵器の効果はなんなんだ、核兵器は何を守るのかということを真剣に考えていただけていないんじゃないかと」
「長くない人生の中で最大限の力を振り絞って、核兵器というのは人類と共存させてはならない兵器だということを若い人たちに伝えていきたい」　と話されました。
　　多くの国民は以下のことを求めています。
日本政府が核兵器禁止条約に背を向け続けていることと、アメリカ追従・核軍拡と表裏一体のものであり、憲法９条を持つ国として核兵器禁止条約に直ちに参加を誌も停めます。
被爆者は心と体の痛みに耐え、様々な差別と偏見と闘いながら核兵器廃絶を訴え続けてこられ、それがノーベル平和賞に結びつきました。
世界で唯一の戦争被爆国の日本政府が一日も早く核兵器禁止条約に参加され、核兵器の廃絶、平和な世界にむけて世界リードしてほしい。
12月7日の「あなたとともに考える人権学習集会」は、会場に５３人、ズームで４か所の参加を得てNPO法人地域人権みんなの会が開催しました。報告いただいたみなさんに感謝申し上げます。
主催者のあいさつ（要約）

2024年にはいり介護事業所の倒産が過去最多に、という報道が続いています。

ＮＨＫテレビでも、2024年10月1日、「増える介護事業者の倒産、苦境の訪問介護」のタイトルで訪問介護事業所の経営が困難になっている現状を放映しています。サービス付き高齢者向け住宅などは全体の利益率を押し上げていますが、一軒いっけんまわる訪問介護は移動や待機の時間がかかるため、効率的に働くことが難しく、利益率が低いのが実情です。経営環境が違っても同じ訪問介護と位置づけられ、基本報酬が引き下げられたのです」と報酬問題に言及しています。

社会保障、特に高齢者でいえば、年金、介護と医療は人間らしい暮らしを送るための基礎的なものです。それらが今、本来の機能を失いある面では危機的な状況におちいっています。憲法は、すべての国民に健康で文化的な最低限度の生活を送る権利があることを明記し、その保障を国の責務と定めています。高齢者になっても、人権と尊厳が守られ、人間らしい暮らしを自らが選んだ地域で送ることができるよう介護・医療問題について考えてみたいと思います。

感情労働とも言われる介護、それにあたる関係者には日頃からの人権学習が大切になっています。利用者さん、患者さんのお一人おひとりは、その人ならではの人生を生きてきた、だれ一人として代わることのできない個人としての尊厳をもっています。日常の介護を通じて、労働者同士、また利用者さん・患者さんとの間で、互いに育ちあい人権認識を深め合うという実践が大切だと思います。

今回は、長年医療機関で活躍され、その経験を生かしながら現在看護専門学校で、人権視点で専門職を養成していく任にあたっておられる木村高清さんに「コスタリカで学んだ人権認識を育む教育」と題して講演をいただきます。

また、いくつかの介護事業所からも現場の介護実践などを報告していただけるように企画しています。これらの講演と報告、そして意見交流を通じて、人間の尊厳について、そして認知症高齢者にも住み続けられる地域のありようなどについても深めあい、人権確立にむけた今後のとりくみにいかしたいと考えます。

国際人権デーである今年１２月１０日は、１９４８年に世界人権宣言が採択されて７６年を迎えます。今年の１２月１０日は、日本被爆者団体協議会がノーベル平和賞を、ノルウェーのオスロで受賞する日になりました。被爆者の方たちの命を削りながらの訴えが世界の世論を動かしています。

コロナ禍で自らの感染の危険にもかかわらず利用者さん、患者さんの命と暮らしを最優先にまもるために集団的に対応してこられた、介護・医療の現場で働く人たちへのリスペクトも広がっています。

感情労働ともいえる専門職としての介護職員の役割の重要性について、社会も働く人たちの間でも共有できることが喫緊に求められています。それに見合う待遇改善が早急に求められます。また、その働く人たちの力を地域住民に還元していく、そしてまた住民から元気と力をいただくという相互的な関係を強めていくことが大切な時代に入りました。

国民全体にかかわる介護保障を充実させるために、まずは「介護する人、受ける人が、ともに大切にされる介護保険制度へ」の改善が必要です。そして誰もが長寿を祝える社会にむけて、全世代連帯がしてとりくむことは、憲法25条を今日的に実質のものにさせる取り組みです。ケア労働が大切にされる社会の実現にむけて、今こその想いを込め、働く人、利用する人、経営・運営にあたる人達を柱に、国民的に連帯して奮闘したいものです。
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北長瀬コミュニティフリッジは、食料品・日用品の支援を必要とされる親子が、時間や人目を気にせず、24時間都合が良い時に提供される食料品・日用品を取りに行ける仕組みです。





大学の研究と並行して被爆者運動にも参加するようになり1985年には日本被団協事務局長に就任。多忙が元となって自律神経失調症に陥り一度は事務局長職を退いたが、2000年には被団協事務局長に復帰2017年6月、被団協代表委員に就任。








